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第１章 総則 

１.１ 本マニュアルの目的 

 農道を管理する市町村や土地改良区等では、技術系職員の高齢化や職員の減少等の課題

に直面している。そのような状況の中、非技術系の職員でも容易に理解できる手引き（マニ

ュアル）があれば、職員自らが直営点検を実施し、農道橋の異常を早期に見極め、専門技術

者による５年に１度の定期点検（外部委託等）の必要性を判断することが可能になる。 
本マニュアルは、そのための農道橋の直営点検手引き（マニュアル）として活用されるこ

とを目的とする。 
 

注） 
・本マニュアルは「農道保全対策の手引き（R3.4） 農林水産省農村振興局 整備部 地域

整備課」（https://www.maff.go.jp/j/nousin/seibi/sogo/s_seibi/attach/pdf/noudou2-11.pdf）
に記載されている農道橋の日常点検と整合し、それを補完するものである。 

・本マニュアルは、国土交通省の道路橋定期点検要領や橋梁定期点検要領に代わるものでは

なく、これらの要領に基づいて行われる専門技術者による橋梁点検の位置付けは、従来ど

おりである。 
  

https://www.maff.go.jp/j/nousin/seibi/sogo/s_seibi/attach/pdf/noudou2-11.pdf
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１.２ 対象とする農道橋の定義 

 農道は、ほ場への通作だけでなく、農産物の移送等を含め、農村地域の生活環境を改善す

ることを目的として整備された道路である。本マニュアルの対象は、農道における河川や道

路等の構造物を横断するための橋梁（農道橋）のうち、主に１車線、２径間以下の小規模農

道橋としている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本書の対象農道橋 

表１-１：農道（農道橋）と一般道路（道路橋）の違い 
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１.３ 橋梁の基礎知識 

（１）橋梁の構成 
                本体 

           上部構造 
          付属品・・・支承、伸縮装置など 

橋梁 
躯体・・・橋台、橋脚 

下部構造 
基礎・・・杭基礎、ケーソン基礎など 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「橋梁の基礎知識と点検のポイント 中国地方整備局 中国技術事務所」 

（以下「橋梁の基礎知識」という。）を参考に作成 

防護柵 

（高欄
こうらん

） 

地覆
じ ふ く

 

縁
えん

石
せき

 

舗装
ほ そ う

 

床版
しょうばん

 

歩道 

車道 

排水
はいすい

桝
ます

 

地覆
じ ふ く

 

車両用 
防護柵 

図１-１：橋梁を構成する構造の名称 

図１-２：橋梁面の各部名称 
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（２）橋梁の種類（構造による分類） 
①桁橋 本書対象 

主構造に桁（水平方向に渡して上の荷重を支える棒状の部材）           

を用いた橋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②床版橋 本書対象 

  桁が無く、主構造に床版（水平方向に配置して上の荷重を支え

る板状の部材）を用いた橋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【ONE POINT】 
プレテンション PC 中空床版橋は、桁橋のように見えるが、床版橋に区分されている。 
桁橋と床版橋は、現地を見ただけでは判別しづらいため、農道台帳や出来形図を確認する

ことが望ましい。 

Ｉ桁橋（鋼橋）下面 

Ｔ桁橋（ｺﾝｸﾘｰﾄ橋）下面 

ﾎﾟｽﾄﾃﾝｼｮﾝ PC 中空床版橋下面 

ﾌﾟﾚﾃﾝｼｮﾝ PC中空床版橋下面 

Ｉ桁橋（鋼橋） Ｔ桁橋（コンクリート橋） 

RC 床版橋 

ﾎﾟｽﾄﾃﾝｼｮﾝ PC 中空床版橋 ﾌﾟﾚﾃﾝｼｮﾝ PC中空床版橋 
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③ラーメン橋（rahmen：ドイツ語で枠の意味）本書対象外 

 主構造の主桁と橋脚が相互に剛結され一体となった構造の橋 

 
 
 
 
 
 
 
 
④トラス橋（truss：建築用語 三角形を基本とする骨格構造）本書対象外 

主構造にトラス構造を用いた橋 

 
 
 
 
 
 
 
 
⑤斜張橋 本書対象外 

 主塔から斜めに張り出したケーブルによって主構造を支持する橋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥アーチ橋 本書対象外 

 主構造が上側に凸の曲線となっているアーチ構造の橋 

 
 
 
 
 

主塔 

ケーブル 

PCπ型ラーメン橋 

鋼トラス橋（下路式） 

斜張橋 

ｱｰﾁ橋（上路式） 
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⑦吊橋 本書対象外 

主塔の間に張り渡したケーブルからハンガーロープを降して主構造を吊り、ケーブルを

両端に定着する橋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）橋梁の種類（使用材料や構造による分類） 

橋梁の主要部分に使用する材料は、主に鋼材とコンクリートとなっている。最近では、

これらの材料を組み合わせたものや、アルミニウム、FRP などの新素材も使われている。 

本マニュアルの対象となる橋梁は、構造により分類される橋梁のうち、「桁
け た

橋
ば し

」及び「

床版
しょうばん

橋
きょう

」とする。よって、使用材料による分類を考慮し、コンクリート製の「桁及び床

版」を主要部材とする橋梁を「コンクリート 橋
きょう

」、鋼製の「桁及び床版」を主要部材とす

る橋梁を「鋼
こ う

橋
きょう

」として分類する。 
  

主塔 主塔 ｹｰﾌﾞﾙ 
ﾊﾝｶﾞｰﾛｰﾌﾟ 

吊橋 
出典：橋梁の基礎知識 
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（４）構造部材の名称と働き 
(a) 上部構造 

①主桁（しゅげた） 

橋台や橋脚の間に渡され、床版上の通行車両等の荷重を支え、その力を橋台や橋脚に

伝達する桁のこと。 

②横桁（よこげた） 

荷重を数多くの主桁で支持するため、複数の主桁を連結する部材のこと。 

③対傾構（たいけいこう） 

２本以上の主桁を相互に連結するため、それに交差する形で鉛直あるいは、ほぼ鉛直

に配置した骨組み部材のこと。風や地震などの水平荷重に抵抗する役割がある。コン

クリート橋には無い部材である。 

④横構（おうこう） 
風や地震などの水平荷重に抵抗するため、主桁を相互に水平あるいは、ほぼ水平に連

結した骨組み部材のこと。コンクリート橋には無い部材である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

③ 

④ 

舗装 

床版 

橋脚 

図１-３：橋梁上部構造の各部名称（①～④） 



- 8 - 

⑤支承（ししょう・シュー） 
上部構造を支え、上部構造からの荷重を下部構造（橋台または橋脚）に伝達する部材

のこと。鋼製、ゴム製等がある。 

⑥伸縮装置（しんしゅくそうち・ジョイント） 

温度等の影響による桁の伸縮を吸収する装置のことで、隙間が変化しても車両や人

がスムーズに通行できるように設置するもの。 
⑦落橋防止装置（らっきょうぼうしそうち） 

地震などによって上部構造が大きく移動して下部構造（橋台または橋脚）から落下す

ることを防止するために設置する部材のこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

舗装 

床版 

⑤ 

⑥ 

⑦ 
橋脚 

図１-４：橋梁上部構造の各部名称（⑤～⑦） 
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(b) 下部構造 

①橋台（きょうだい・アバット） 

   橋梁の両端に位置し、道路と橋梁を接続して上部構造からの荷重や背面の土砂を支

持する構造物のこと。「A1」「A2」等と呼ぶこともある。 

②橋脚（きょうきゃく・ピア） 

長い橋梁の場合、中間部で上部構造からの荷重を支える構造物のこと。「P1」「P2」等

と呼ぶこともある。 
③基礎（きそ） 

橋台や橋脚の下で支える構造物のこと。杭基礎、コンクリート基礎等、構造形式は

様々なものがある。 
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きょうへき

 
（パラペット） 
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杭
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か べ ぶ

） 

梁部
は り ぶ

 

図１-５：橋台の構造例 

図１-６：橋脚の構造例 

（以上「橋梁の基礎知識」を参考に作成） 
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第２章 直営点検の目的 

２.１ 直営点検の目的 

 農道橋の直営点検の目的は、以下のとおりである。 

・農道橋の構造を把握し、継続的に維持管理、機能保全を図る上で必要な情報（現在の

劣化状況等）を得ること。 

・農道橋の大きな沈下・変形や崩落等、危険な状態となる前兆を捉え、次の段階として、

損傷具合をより正確に把握するための専門技術者による定期点検の実施時期を見極

めること。 
 

２.２ 橋梁管理のフロー 

橋梁管理のフローは、図２-１のとおりであり、日常点検⇒定期点検⇒農道保全対策計

画の策定⇒対策工事（必要な場合）⇒日常点検の繰り返しとなる。本マニュアルは、日常

点検（少なくとも年１回程度）を対象としている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

本マニュアルは農道橋の

日常点検を行うための手

引きとして位置付ける。 

図２-１：農道の保全対策の実施項目と流れ（出典：農道保全対策の手引き（R3.4）） 
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第３章 準備作業 

３.１ 資料調査 

 直営点検の実施に当たっては、資料調査により、対象となる農道橋の構造等、基本諸元を

把握する必要がある。特に、当該橋梁の変状を把握するために、前年度の点検結果を事前に

確認しておくこと。また、事前の現地踏査や点検時の気象を把握することも重要である。 
 
（１）農道橋に関する資料の例 

   ・農道台帳 
   ・設計図面、設計図書 
   ・出来形図面 
   ・過去の農道橋点検記録 
   ・過去の補修工事資料 

 
（２）把握する基本諸元の例 

   ・農道橋の幅（全幅員） 
   ・農道橋の長さ（橋長） 
   ・農道橋の上部工の数（径間数） 
   ・農道橋が造られた年、現在の経過年数 
   ・上部構造の形式（RC 床版橋、PC 橋、鋼橋等） 
   ・下部構造の形式（逆 T 式、重力式等） 

 
 
 
  

図３-１：橋梁の幅員構成（「橋梁の基礎知識」を参考に作成） 
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上部工 １枚 上部工 ２枚 

１径間 ２径間 

図３-２：橋梁に関する長さ（「橋梁の基礎知識」を参考に作成） 

図３-３：径間数の例 

図３-４：橋台・橋脚の種類（「橋梁の基礎知識」を参考に作成） 
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３.２ 現地踏査 

 直営点検を行う前に、現地を歩いて対象農道橋の周辺状況について確認することを現地

踏査という。近隣住民からの周辺状況の聞取りも有効である。 
現地踏査の目的は、橋梁本体及び周辺状況を把握し、点検方法や資機材の調達計画に必

要な情報を得ることである。また、点検作業時の安全性を事前に把握することも重要であ

る。 
 
（１）現地調査での確認項目の例 

・対象となる橋梁をとりまく環境（スズメバチ、マムシ、熊などの危険情報等）

について情報収集し、必要な対策を検討する。 
・交通量、大型車両の通行量等を把握し、路上・路面の点検作業における留意点

や必要な対策を検討する。 
・橋梁の周辺地形や河川流況、河床低下・堆積状況等を確認し、側面・下面の点

検作業における留意点や必要な対策を検討する。 
・出来形図面と現場の相違や補修状況、橋歴板、新たな添架物の有無等を確認す

る。 
・図３-５の事例のような支障物は、点検前に撤去することが望ましい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
              
 
 
 
 

  

橋の下面にできた蜂の巣 橋脚下に投棄された資材 

図３-５：点検の支障となる事例 

（出典：日経ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝ（2015.10.12）） 
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３.３ 対象農道橋の点検記録表の作成 

 コンクリート橋及び鋼橋における点検記録表並びに点検平面図は、それぞれ「第４章 
４．５ 点検チェックシート（コンクリート橋編）」及び「第５章 ５．５ 点検チェックシ

ート（鋼橋編）」に示す。対象農道橋の構造によっては、点検箇所が存在せず不要な項目

を含む場合がある。 
 資料調査及び現地踏査の結果、点検が不要な項目がある場合は、あらかじめ点検記録表

の点検内容を実線等で削除するとともに、備考欄に対象外と記載し、対象橋梁に沿った点

検記録表を作成する。 

 
 

1.点検記録表 コンクリート橋用

管理者

所在地

前日 晴 当日 晴

径間数 全幅員

点検箇所 備考

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明 対象外

有 無 不明 対象外

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明 対象外

有 無 不明 対象外

有 無 不明 対象外

有 無 不明 対象外

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

重力式

【参考様式－１　目常点検（橋梁）

○○線農道 ○○改良区

○○農道橋 ○○県○○市○○地内

　　西暦　　202○年○月○日
点検者 ○○　○○

路線名

判定結果

高欄
事故等によって変形しているか

劣化しているか

○○ｍ 1径間 ○○ｍ

上郡工形式 RC床版橋 下部工形式

ひび割れが見えるか

剥がれ落ちているところがあるか

鉄筋が見えているところがあるか

As舗装

タイヤ走行位置に凹凸があるか

穴や異常なへこみがあるか

ほぼ等間隔の橋軸直角方向（横断方向）のひび割れがあるか

亀甲状のひび割れがあるか

部分補修箇所に穴やへこみがあるか

穴や異常なへこみがあるか

ひび割れがあるか

伸縮装置

伸縮装置本体に損傷と思われるようなところがあるか

伸縮装置本体に段差があるか

橋側の舗装にへこみや損傷があるか

橋面の排水状態が悪く雨水が伸縮装置へ流れ込んでいるか

地覆の空き部に損傷があるか

排水管が破損して水漏れしているか

排水ますの蓋や排水管その他に変形・損傷はあるか

床版

下から見上げて、白い染み、ひび割れまはた損傷があるか

下から見上げて、白っぽいつららがあるか

下から見上げて、表面がはがれ落ちているところがあるか

補修の痕があるか

橋梁名

点検日

天候

橋長

排水装置

Co舗装

地覆

点検内容

路面横の排水ますに土砂が詰まっているか

洗堀されているか（下が掘れているか）

補修の痕があるか

車が通った時、振動が大きいと思うか

　備　考

支承

車が通過したとき、叩くような音がするか

錆ている所があるか

本体まわりに壊れているところがあるか

橋台・橋脚

ひび割れまたは錆汁があるか

剥がれ落ちているところがあるか

桁と橋台の壁がぶつかっているか

桁（Co）

ひび割れまたは錆汁が見えるか

剥がれ落ちているところがあるか

鉄筋が見えているところがあるか

補修の痕があるか

その他

落橋防止装置があるか

縁端拡幅コンクリートがあるか

車が通った時、きしみ音や叩く音等の異常音が聞こえるか

表３-１：対象農道橋 点検記録表の作成例（RC 床版橋で As 舗装の場合） 
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３.４ 点検準備（人員、装備）と安全管理 

（１）点検体制（人員） 
直営点検は点検係及び補助員の２人体制を基本とし、必要に応じて、交通誘導員等を

追加する。 
 
（２）必要な装備（例） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

図３-６：点検に必要な装備（例） 

大項目 必　要 項　　目 備　　考

装備品 ★ ヘルメット

★ 作業着

★ 長靴または安全靴
胴長は着用しない。（河川や水
路には原則入らない。また、胴
長は水が入ると危険。）

雨合羽 桁下で滴水等あることもある。

★ 軍手またはゴム手袋

★は必ず必要なもの。

　

表３-２：農道橋直営点検 調査器具一覧表（1/2） 
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表３-３：農道橋直営点検 調査器具一覧表（2/2） 

大項目 必　要 項　　目 備　　考

記録用 ★ デジタルカメラ 予備電池も持参

★ 野帳・筆記用具 現地で気づいた事柄をメモ

白板・黒板 記録、撮影用

★ 点検記録表 点検結果記録

★
点検対象橋梁の出来
形図等図面

構造の確認、変状位置記入用

調査器具 双眼鏡
近づけない部分の目視。あった
方が望ましい。

スタッフまたはポー
ル

撮影時に変状位置や規模を示す

コンベックス（メ
ジャー）

撮影時に変状の大きさを示す

チョーク 撮影時に変状を明示する

懐中電灯 桁下等、日陰部分の確認

掛けカバンまたは
リュック

安全上、両手が開けられること
が望ましい。

タオルまたはウエス 汚れのふき取り

その他 草刈り鎌 除草が必要な場合

ライフジャケット
桁下部など川に近づく可能性が
ある場合

脚立 必要に応じて

★は必ず必要なもの。
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（３）安全管理 
農道橋であっても、一般道と同等の車両通行量となっている橋も多く、点検時の交通

事故防止には十分に留意する必要がある。特に、交通量が多い時間帯では、交通誘導員

の配置を検討することも重要である。 
河川を横断する農道橋では、桁下確認のため、河川敷内への進入が必要な場合が多く

なる。足元が急傾斜となっている、高所での点検作業となる等、危険箇所がある場合

は、対策を検討することが望ましい。 
また、点検作業時の事故を防止するため、作業前には必ず危険予知活動（ＫＹ活動）

を行うよう習慣づけると良い。ＫＹ活動とは、点検作業で起こりうる事故を事前に想定

し、対策を考えることにより、それらの事故を未然に防ぐ活動のことである。 
 
【ONE POINT】 
＜ＫＹ活動の流れ＞ 
 点検作業前に１日の作業内容を全員で確認する。 

→ 作業中に起こりうる事故を想定する（危険ポイント）。 
→ どうすれば事故を未然に防止できるか対策を考える（私たちはこうする）。 

→ 対策を全員で確認（署名）し、実践する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　　　農道橋点検　危険予知活動記録 令和○年○月○日

点検実施機関名 ○○市　農林水産課 橋梁名 ○○橋 点検リーダー名 ○○　○○ 作業者数　○名

作業内容

調査部位 危険ポイント

路上・路面 縦断方向移動時の車両との接触事故

横断方向移動時の車両との接触事故

自転車・人との接触事故

側面・下面 河川への転落

桁下空間での転倒

本日の安全目標

署名欄

足元に留意して点検を行います。

河川敷への進入、退出は１名ずつ、他者が監視しながら行います。

私たちはこうします

安全チョッキを着用し、点検に集中しすぎないよう、周囲に注意を払いな
がら実施します。

車線内にはできるだけ立ち入らないよう移動します。

車線内にはできるだけ立ち入らないよう点検します。

移動しながら点検作業は行わない。

路上・路面、側面・下面の点検作業

交通監視員を１名配置し、危険があれば声掛けをします。

必ず左右を確認し、横断する。

横断しながら点検作業は行わない。

点検に集中しすぎないよう、周囲に注意を払いながら実施します。

万が一のため、ライフジャケットを着用します。

双眼鏡を見ながら移動しない。

点検に集中しすぎないよう、足元に注意を払いながら点検します。

農道橋点検を無事故で完了する。

移動しながら点検作業は行わない。

表３-４：農道橋点検 危険予知活動記録表（例） 
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第４章 直営点検（コンクリート橋編） 

４.１ コンクリート橋の基礎知識 

（１）ＲＣ橋（鉄筋コンクリート橋） 
  ＲＣ橋は、上部構造の主要部材である主桁や床版に、鉄筋が中に入ったコンクリート 
（鉄筋コンクリート）を用いた橋をいう。 

  コンクリートは、圧縮する力には強いが、引っ張る力には弱い特徴がある。その弱点を

補うため、橋梁自体の重さや通行車両等の荷重（重さ）により生じる引っ張り力に耐え

られるよう、あらかじめコンクリート内に鉄筋を配置したのものを鉄筋コンクリートと

いう。 
 

【ONE POINT】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

圧縮する力  引っ張る力 

鉄筋コンクリート床版 

上側は圧縮する力

がかかる

引張力を受ける
部分を鉄筋で補強

下側は引っ張る力

がかかる

ひび割れが
発生しやすい

荷重

強い ひびが入って壊れる 

コンクリートの性質 鉄筋コンクリートの構造 

図４-１：鉄筋コンクリート床版橋（例） 

（「橋梁の基礎知識」を参考に作成） 
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（参考） 
溝橋（ボックスカルバート）も RC橋の一種であり、道路等の下を横断する道路や水路

を配置するために設けられる構造物である。国土交通省の分類では、橋長 2.0m以上、か

つ、土被り 1.0m 未満の溝橋を橋梁として取り扱っており、本マニュアルにおいても同様

とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

溝橋（水路） 溝橋内部 

溝橋の橋長 
溝橋（道路） 
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（２）ＰＣ橋（プレストレストコンクリート橋） 
ＰＣ橋は、上部構造の主要部材である主桁に、プレストレストコンクリートで作った桁

を使用している橋のことである。プレストレストコンクリートとは、コンクリートの中に

ＰＣ鋼棒（又は鋼線）という鋼製の棒（又は線）を引っ張った状態で入れてからコンクリ

ートを固めることにより、圧縮する力をあらかじめ導入したコンクリートをいう。 

造り方による分類として、工場で引っ張ったＰＣ鋼棒（又は鋼線）をコンクリートに入

れて桁を造るプレテンション方式と、現地で穴の開いたコンクリート桁にＰＣ鋼棒（また

は鋼線）を入れて引っ張り、両端をボルトで固定して桁を造るポストテンション方式があ

る。 

 
 

【ONE POINT】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

ＰＣ鋼棒

引っ張る引っ張る

コンクリートを固める

引っ張ったまま引っ張ったまま

切る切る

放す放す

PC鋼棒が戻ろうとする

コンクリートを圧縮する力となる

引張力引張力

このように圧縮力を与えて作ることで
引張力に強いコンクリートになる。

図４-２：プレテンション方式の作成概念 
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ＰＣ橋（全景） ＰＣ橋下面（プレテンション I 桁橋） 

断面立体図 下から見た図 

断面立体図 下から見た図 

図４-３：プレテンションＰＣ Ｔ桁橋（主桁断面がＴの字になっている） 

図４-４：プレテンションＰＣ Ｉ桁橋（主桁断面がＩの字になっている） 
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【ONE POINT】 
実際には、床版や桁の内部（断面）を見ることはできないため、外観から橋の構造が分

からないことが多い。このため、事前調査による「農道台帳」や現地の橋梁に設置されて

いる「橋歴板」を参照すると良い。 

 
 

 
 

橋歴板の例 

【橋歴板とは・・・】 
橋梁の記録消失に備え、橋の側面に取り付けられ

た板のこと。橋の主要事項が記載されている。 

断面立体図 下から見た図 

断面立体図 下から見た図 

図４-５：ポストテンションＰＣ 中空床版橋（床版に穴を設け、軽くしている） 

 

図４-６：プレテンションＰＣ 中空床版橋（桁に穴を設け、軽くしている） 
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４.２ 点検フロー（橋梁形式問わず共通） 

  橋梁点検では、大きな視野で橋全体を見てから細部を詳しく見ることが基本となる。農

道橋の前後左右から、農道橋全体を眺め、全体的な変状の有無を確認する。その際、車

両通行時の音や振動にも着目し、全体的な劣化状況を五感を使って確認する。その後、

路上・路面⇒側面⇒下面⇒支承部等の順で点検を行っていく。 
点検した結果については、P42 に示す点検記録表に記載し、点検箇所の変状の詳細、音、

振動などを点検平面図に書き留めておくと良い。さらに、変状の経時変化を確認する上で

も写真を撮影し、記録として残しておくことも重要である。 
なお、現地で変状の有無について迷った場合は、点検記録表で「有」と判定し、その位

置は点検平面図に記載し写真を撮影する。その変状が重要なものかどうかは、専門的知見

を有する技術者に判断してもらうとよい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【ONE POINT】    第三者被害の防止 

① 路面の凸凹、舗装の異常 
路面・舗装の大きな凹凸や段差により通行車両の事故・損傷や歩行者のつまづき等が

考えられる。このような場合は、路面補修を速やかに実施する必要がある。なお、伸

縮装置脇や橋台背面の舗装部分も要注意箇所である。 
② コンクリート等の剥離・剥落 

特に道路を横断する橋梁については、床版・桁・地覆等のコンクリートひび割れに起

因する「コンクリートの浮き」は、速やかに叩き落す等の措置が必要であり、そのひ

び割れの原因を突き止め対策工を考えることが重要である。 
③ 防護柵・高欄の破損・欠損 

防護柵・高欄が破損して大きな隙間がある場合は、第三者の転落防止のため通行止め

等の措置をして速やかに対策を考える必要がある。 

農道橋の全体的な目視 

下面より上部構造・下部構造・支承部の点検 

その他部材の点検 

側面より橋梁全体の点検 
側
面
・
下
面
の
点
検 

路
上
・
路
面
の
点
検 

図４-７：点検フロー 

 

 

路上・路面部材の点検 
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【ONE POINT】 記録写真撮影のポイント 

 
①全景写真を撮影する。橋梁の道路進行方向や側面等の両側から撮影。下部工や高欄等の橋

梁施設物も写るようにする。 
②橋名板、橋歴板を撮影する。 
③損傷箇所はその規模が分かるようにスケールやピンポール等を入れて撮影する。 
④損傷箇所の位置が分かるように、その箇所と健全部分を含めた箇所を広範囲で撮影する。 

 

 
 

（「橋梁の基礎知識」を参考に作成） 

 

①全景写真 ②橋名板 

③損傷規模（伸縮装置舗装くぼみ） ③損傷規模（床版クラック） 

④損傷箇所の位置（橋台クラック）アップと全景 
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【ONE POINT】 

コンクリート橋 点検のチェックポイント 

【青文字】チェックポイント１（橋面からの点検、橋の横や下からの遠望目視） 
    【赤文字】チェックポイント２（橋の側面や下面を近接目視） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【支承】 

【防護柵・高欄】 

【橋台】 

【伸縮装置】 【路面】 

【排水枡】 
【地覆】 

・舗装ひび割れ、陥没 

・舗装面の水たまり 

・路面の段差 

・隙間の異常 

・車両通過時の異常音 
・地覆ｺﾝｸﾘｰﾄの浮き・剥落 

・鉄筋露出等 

・土砂詰まり                

・水たまり    

・取付擁壁等の異常 

・沈下、移動、傾斜 

・防護柵の連続性 

・防護柵の腐食 

・土台ｺﾝｸﾘｰｰﾄの劣化 

・床版ひび割れ 

・浮き・剥落 

・鉄筋露出等 

・ひび割れ 

・浮き・剥落 

・鉄筋露出等 

・土砂の堆積 

・支承の機能障害 ・基礎の洗堀 

・沈下、移動、傾斜 
・ひび割れ    

・浮き・剥落 

・鉄筋露出等 

【基礎部】 

【橋台・橋脚】 
【桁】 

【床版】 

「橋梁の基礎知識」を参考に作成 

図４-８：コンクリート橋 点検のチェックポイント 

 

 



- 26 - 

４.３ 路上・路面の点検 

（１）農道橋の全体的な目視 

 
① 橋全体の変状等を確認 

農道橋全体を前後左右から眺め、傾き、沈下、変形、歪み等について確認する。元々、

橋梁に縦断的、横断的な傾きをつけて施工している場合があるため、工事の完成図（出

来形図という。）や設計図と比較し、相違点を確認することで全体的な変状の有無を確

認する。変状箇所については、写真を撮影し、点検平面図に書き込んでおくと良い。 
 
② 異常音、異常振動の有無を確認 

 車両通過時の音や振動を現地で確認する。実際には、その音や振動が異常かどうかの

判断は難しいことが多く、可能であれば、近隣住民から、音や振動の変化について聞取

りを行うことが有効である。結果は、点検平面図に書き込んでおくと良い。 
 

【ONE POINT】    橋梁の損傷事例 

   当マニュアルの第６章 資料には「６.２ 損傷・変状事例」を掲載しているが、頁に

限りがあるため、数多く事例を載せることはできない。そこで、以下に示す文書に

て損傷・変状事例を参照し、対象橋梁の状態を把握する手助けにするとよい。 
   

① 道路橋の定期点検に関する参考資料（2013 年版） ―橋梁損傷事例写真集― 
国土交通省 国土技術政策総合研究所 
国総研資料 第 748 号 (nilim.go.jp) 

② 道路橋定期点検要領における「付録 3 判定 の手引き」 
国土交通省 道路局（平成 31 年 2 月） 
yobo4_1.pdf (mlit.go.jp) 

③ 橋梁点検マニュアル（案）における「8 損傷事例集」 
           長崎県土木部 道路維持課（令和 2 年 3 月） 

1592979019.pdf (nagasaki.lg.jp) 
 

【点検内容】 
① 橋全体の変状等を確認 
② 異常音、異常振動の有無を確認 

【点検位置】 
農道橋の前後左右から構造図と現地を比較し、全体的な変状の有無を確認する。 

http://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/tnn/tnn0748.htm
https://www.mlit.go.jp/road/sisaku/yobohozen/tenken/yobo4_1.pdf
https://www.pref.nagasaki.lg.jp/shared/uploads/2020/06/1592979019.pdf
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（２）路上・路面部材の点検 

 
①防護柵・高欄 

 
防護柵・高欄は、橋の両側にある柵で、歩行者、車両の転落を防ぐ安全施設である。鋼

製であれば錆、コンクリート製であればひび割れや浮き・剥落等により劣化する。 
変形している場合もあり、横断方向の変形については、車両の衝突が原因として考えら

れる。縦断方向の変形は、下部構造の橋台・橋脚の沈下、傾き、移動に加え、主桁の破損、

支承の破損沈下等が原因として考えられ、大きな劣化の予兆となる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【点検箇所】 
①防護柵・高欄  ②地覆 
③アスファルト舗装・コンクリート舗装 
④伸縮装置    ⑤排水装置 

【点検位置】 
点検箇所を全体的に確認し、その後近接目視を実施する。車両・歩行者が通

行するため、必要に応じて交通誘導員等を配置する。 

【防護柵・高欄とは・・・】 
歩行者、車両の転落を防ぐ柵等のことをいう。一般的には、自動車に対するものを防護

柵、歩行者に対するものを高欄という。鋼製、コンクリート製等、材質は様々である。 

視点 

事故等による変形 

点検箇所

有 無 不明

有 無 不明

点検内容 判定結果

高欄
事故等によって変形しているか

劣化しているか

防護柵の劣化（錆・破断） 
図４-９：防護柵・高欄の点検 
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②地覆 

  
 

地覆は、コンクリート製のため、ひび割れや浮き・剥落等により劣化する。また、段差

やずれが生じている場合は、防護柵・高欄と同様に、橋台・橋脚の沈下、傾き、移動に加

え、主桁の破損、支承の破損沈下等が原因として考えられ、大きな劣化の予兆となる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

【地覆とは・・・】 
農道橋の両端部にある道路面より高く段差をつけたコンクリート部分。歩行者、自動

車の安全確保、防護柵・高欄の基礎等を目的として設置されている。 

視点 

地覆の段差・ズレ 
（段差によりシール材破断） 

地覆の欠損 

点検箇所

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

点検内容 判定結果

地覆

ひび割れが見えるか

剥がれ落ちているところがあるか

鉄筋が見えているところがあるか

図４-１０：地覆の点検 
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③アスファルト舗装・コンクリート舗装 

 
舗装は、長期の使用による窪みに加え、ひび割れや浮き・剥落等により穴が開くことが

あり、車両走行や歩行者通行の支障となる。橋面舗装の下部は、床版コンクリートとなっ

ているため、床版の劣化が舗装面の窪み・ひび割れとして現れてくることもあり、注意を

要する。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

【橋面舗装とは・・・】 
橋面には、交通荷重や雨水その他の気象条件等から橋梁の床版を保護し、同時に、

車両の快適な走行性を確保するため、舗装が施されている。主にアスファルト舗装

とコンクリート舗装がある。 

視点 

橋軸直角方向のひび割れ 

わだち部分のへこみ 

亀甲状のひび割れ 

点検箇所

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

点検内容 判定結果

Co舗装
穴や異常なへこみがあるか

ひび割れがあるか

As舗装

タイヤ走行位置に凹凸があるか

穴や異常なへこみがあるか

ほぼ等間隔の橋軸直角方向（横断方向）のひび割れがあるか

亀甲状のひび割れがあるか

部分補修箇所に穴やへこみがあるか

図４-１１：橋面舗装の点検 
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④伸縮装置 

 
上部構造は、温度変化等により伸び縮みするため、上部工の切れ目や橋台との繫ぎ目

には伸縮装置が設置される。 
伸縮装置の中央には隙間があり、適度に空いているものが正常で、隙間が無かった

り、開きすぎている場合、下部の橋台・橋脚の移動等が考えられる。 
また、段差が無いものが正常で、段差がある場合、下部の橋台・橋脚の沈下、主桁の

破損、支承の破損沈下等が原因として考えられる。最近の伸縮装置は、隙間が開いても

下方へ雨水等を流さない構造になっているが、古い伸縮装置では、下方へ雨水が流れ込

み、鋼製の桁や支承を腐食させる原因となる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

点検箇所

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

伸縮装置

伸縮装置本体に損傷と思われるようなところがあるか

伸縮装置本体に段差があるか

橋側の舗装にへこみや損傷があるか

橋面の排水状態が悪く雨水が伸縮装置へ流れ込んでいるか

地覆の空き部に損傷があるか

点検内容 判定結果

【伸縮装置とは・・・】 
上部工の端部に取り付ける伸縮可能な装置のこと。鋼製やゴム製のものがある。 

視点 

正常（鋼製） 

表面の損傷・劣化（ゴム製） 段差がある（鋼製） 詰まりすぎ（鋼製） 

隙間が大きい（鋼製） 図４-１２：伸縮装置の点検 
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⑤排水装置 

 
排水装置が土砂などで詰まり、排水不良になると、橋面に水が溜まり、車両や歩行者の

通行の障害となるほか、舗装や地覆等の劣化進行の原因となる。また、雨水が橋面に滞水

することで、床版や伸縮装置からの漏水等が発生し、鋼製の桁や支承を腐食させる原因と

なる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

【ONE POINT】 

 

【排水装置とは・・・】 
農道橋の路面上の雨水等を排水するための装置。通常、路面の排水桝と下方に流下さ

せるための排水管で構成されている。 

視点 

排水管は下面の点

検で確認する。 

排水枡の土砂詰まり（滞水） 

点検箇所

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

点検内容 判定結果

排水装置

路面横の排水ますに土砂が詰まっているか

排水管が破損して水漏れしているか

排水ますの蓋や排水管その他に変形・損傷はあるか

図４-１３：排水装置の点検 

 

 

【地覆の空き部・・・とは（P30 点検内容）】 
伸縮装置延長上にある地覆と胸壁（橋台）の隙

間を「地覆の空き部」という。ここは伸縮装置が

無いので、通常は止水材（シール材ともいう）を

挿入して下方に水が入らないようにする。 
右の写真は、止水材が無くなってしまった事例

である。 
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４.４ 側面・下面の点検 

（１）側面より橋梁全体の点検 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

①農道橋全体（桁）のたわみ、傾斜等の異常の有無を確認 
農道橋全体を側面から眺め、構造図と現地農道橋を比較することにより、全体的なた

わみ、傾斜等の異常の有無を確認する。上部工が下側にたわんでいる場合は、明らかな

変状であり、桁や床版の異常が想定される。上部工の傾斜については、もともと橋梁に

傾きをつけて施工している場合もあるので、工事の完成図（出来形図という）や設計図

と現地を比較し、変状の有無を確認する。 
②橋台・橋脚の沈下、移動、傾きの有無を確認 

橋台は、背面の土圧と橋梁の上部構造を支える土台であり、上部構造に対して直角

（垂直）に支えることが基本である。傾いている場合、橋台の沈下、傾き、移動等、

何らかの異常が想定される。 
橋脚は、長い橋梁の場合、中間部で橋を支える土台であり、橋台と同じように上部

構造に対して直角（垂直）に支えることが基本である。上部構造が折れているように

見える場合、橋脚の沈下等の異常が想定される。 
 
 
 
 
 
 
 

【点検内容】 
① 農道橋全体（桁）のたわみ、傾斜等の異常の有無を確認 
② 橋台や橋脚の沈下、移動、傾きの有無を確認 

【調査位置】 
側面の点検では、橋全体を確認するため、橋から少し離れて橋全体を見

渡せる立ち位置とする。 

農道橋側面の目視（例） 

橋台の変形（移動）の例 

橋脚の変形（沈下）の例 図４-１４：側面点検の変形事例 
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（２）下面より上部構造（下面）・下部構造・支承部の点検 
 

【点検箇所】 
①床版    ②桁 
③支承    ④橋台・橋脚 

【調査位置】 
上部構造（下面）・下部構造等の点検を行うためには、農道橋を下から見上げる必

要がある。河川には、高水敷と呼ばれる水平部があり、晴天が続いている場合、高水

敷が乾いていることが多いため、そこを調査位置にするとよい。また、高水敷は、洪

水時に河川水位が上昇し、水没することもあるため、天気予報に留意し、天候がすぐ

れない場合、点検を行わないという判断も重要である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①床版 

 
橋梁の構造により、床版の見え方や有無が異なる。床版橋の場合、橋の下面全体が床

版となるが、Ｔ桁橋では桁と桁の間が床版で、I 桁橋では下面全体が桁であり、床版と

呼ばれる部分は存在しない（次ページ参照）。 
床版は、主に鉄筋コンクリート構造のため、ひび割れや浮き・剥落等が生じて劣化す

る。床版の劣化が進行すると、部分的に抜け落ちたり、鉄筋が錆びて全体の強度が低下

する等、上部構造全体の劣化に繋がっていく。 
 

【床版とは・・・】 
上部構造の中で面的に支えている部分のことで、通行する車、歩行者等を直接支え

ている。路面荷重を下方にある桁や橋台・橋脚に伝達する役割を持つ。 

視点 

高水敷等 

図４-１５：コンクリート橋下面の調査位置 
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 ポストテンション方式の中空床版の場合、面で見えるため、全体が床版となる。プレテ

ンション方式の場合も、細長い桁が並んでいるが、全体が床版となる（下図参照）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

橋台 

全体が床版 

橋の下面全体が床版 

橋台 橋台 

桁と桁の間が床版 

橋全体は桁で出来てお

り床版は無い 

橋台 

細長いが、全体が床版 

橋台 

床版橋 

（下から見上げた視点では、 

橋の下面全体が床版） 

Ｔ桁橋 

（下から見上げた視点では、 

桁と桁の間が床版） 

Ｉ桁橋 

（下から見上げた視点では、橋の下面全体が桁） 

ポストテンションＰＣ中空床版橋 

（下から見上げた視点では、 

橋の下面全体が床版） 

プレテンションＰＣ中空床版橋 

（下から見上げた視点では、 

橋の下面全体が床版） 

図４-１６：コンクリート橋 床版下面 
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【ONE POINT】 

 
 
 
 

【ONE POINT】 

 
 
 
 
 
 

床版部分（石灰分の析
出、漏水跡） 

ひび割れ補修跡 鉄筋露出 

点検箇所

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

点検内容 判定結果

床版

下から見上げて、白い染み、ひび割れまはた損傷があるか

下から見上げて、白っぽいつららがあるか

下から見上げて、表面がはがれ落ちているところがあるか

補修の痕があるか

【床版ひび割れの進展】 
劣化の初期段階では、床版下面に乾燥収縮によるひび割れが発生する。このひび割れ

が交通荷重を受けて橋軸直角方向に成長し、更に格子状に進展して、床版上面まで貫通

する。貫通した箇所には水が浸入し、最終的にはコンクリートが抜け落ちてしまう。 

⇒ ⇒ 

【遊離石灰とは・・・】 
 セメント中に残った酸化カルシウムが、コンクリート中に侵入した雨水とともに溶

け出して析出した白い物質（白っぽいつらら状のものもある）のこと。そのひび割れが

貫通している証拠であり、更に劣化が進行していく。 

（出典：橋梁点検ハンドブック 北陸地方整備） 
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②桁 

 
橋梁の構造により、桁の見え方や有無が異なる。Ｔ桁橋では下に飛び出ている部分が

桁で、I 桁橋では下面全体が桁となる（下図参照）。 
桁は、主に鉄筋コンクリート構造のため、ひび割れや浮き・剥落等が生じて劣化す

る。桁の劣化が進行すると、部分的に抜け落ちたり、鉄筋が錆びて全体の強度が低下す

る等、上部構造全体の劣化に繋がっていく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【桁とは・・・】 
上部構造の中で線的に支えている部分のことで、通行する車両、歩行者等による荷

重を支えている。路面荷重を下方にある橋台・橋脚に伝達する役割を持つ。 
 

表面の剥がれ、鉄筋露出 ひび割れ 

橋台 橋台 

Ｔ桁橋 

（下から見上げた視点） 

点検箇所

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

剥がれ落ちているところがあるか

鉄筋が見えているところがあるか

補修の痕があるか

桁（Co）

点検内容 判定結果

ひび割れまたは錆汁が見えるか

I 桁橋 

（下から見上げた視点） 

 

図４-１７：コンクリート橋 桁下面 
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③支承 

 
  支承は、上部構造と下部構造を繋ぐ役割を持つ装置で、固定支承と可動支承がある。

上部構造は、常に温度変化等で伸び縮みするため、一方を固定支承、もう一方を可動支

承としている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  腐食等により支承の劣化が進むと、上部構造の重みでつぶれ、上部構造と橋台上部に

段差が生じ、車両走行時に振動・騒音が発生する等、車両通行等の支障となる。また、

上部構造の伸縮に追随できず、支点部が壊れることにより、上部構造と下部構造が分離

し、落橋の危険性が高まる等、橋全体の劣化に繋がっていく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

【支承とは・・・】 
上部構造を両端で支持する装置のこと。鋼製やゴム製のものがある。ピンのように

回転するが、前後左右には動かない固定支承と、ローラーのように前後に動く可動

支承がある。 

支承部（ゴム製）の壊れ
（亀裂） 

固定支承 可動支承 可動支承 固定支承 可動支承 

支承部（鋼製）の腐食
（錆） 

点検箇所

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

車が通過したとき、叩くような音がするか

錆ている所があるか

本体まわりに壊れているところがあるか

点検内容 判定結果

支承

支承の構造イメージ 

支承の設置例 

可動支承 固定支承 

図４-１８：支承 



- 38 - 

④橋台・橋脚 

 
橋台・橋脚は、主に鉄筋コンクリート構造のため、ひび割れや浮き・剥落等が生じて

劣化する。橋台・橋脚の最も重要な機能は、上部構造を長期間、安定的に支えることで

あり、変位、移動、沈下等の兆候が見られないか注意を要する。また、河川内にある場

合、基礎が洗堀される危険性があり、橋梁全体の構造が不安定となる結果、大きな劣化

や事故の原因に繋がっていく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【橋台・橋脚とは・・・】 
橋台（アバット）は、農道橋の両端にある土台のこと。上部構造の荷重と橋台背面

の土圧を支える役割を持つ。 
橋脚（ピア）は、長い橋梁の場合、中間で支える柱のような土台のこと。上部構造

の荷重を支える役割を持つ。 

橋台部位の名称 橋脚部位の名称 

点検箇所

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

点検内容 判定結果

橋台・橋脚

ひび割れまたは錆汁があるか

剥がれ落ちているところがあるか

桁と橋台の壁がぶつかっているか

洗堀されているか（下が掘れているか）

補修の痕があるか

基礎
き そ

 

竪壁
たてへき

 

翼壁
よくへき

 
胸 壁
きょうへき

 

基礎
き そ

 

柱部
はしらぶ

 
（壁部

か べ ぶ

） 
梁部
は り ぶ

 

ひび割れ 橋台下部の洗掘 

図４-１９：橋台・橋脚部位の名称 
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（３）その他部材の点検 
 
 
 
 
 
① 落橋防止装置 

 
落橋防止装置は、全ての橋梁に付いているわけではなく、基礎や周辺の地盤が弱い場

合や、比較的大きな橋梁で変位が想定される場合等に設置される。また、１径間の橋に

は設置されていないものが多い。鋼製、コンクリート製、ＰＣ鋼材（鉄の棒）等、様々

な構造がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

橋台 

橋台 

緩衝材 

PC 鋼材 

鋼材 
ブラケット 

支圧板 
緩衝材 

コンクリート 
ブロック 

緩衝材 

橋台 

【落橋防止装置とは・・・】 
地震等で強い力を受け、支承が壊れた時に、上部構造が橋台・橋脚から落下するこ

とを防止するための装置のこと。 

【点検箇所】 
①落橋防止装置 
②縁端拡幅コンクリート 

コンクリート製 

 
鋼製 

 

PC 鋼材 

 
図４-２０：落橋防止装置（出典：道路橋示方書・同解説 Ⅴ耐震設計編（H11.3）） 
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②縁端拡幅コンクリート 

 
 地震時に上部構造がずれても落下しないように、橋台の桁かかり長をコンクリートの

増し打ち等により広げる。落橋防止対策の一つである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

点検箇所

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

その他

落橋防止装置があるか

縁端拡幅コンクリートがあるか

車が通った時、きしみ音や叩く音等の異常音が聞こえるか

車が通った時、振動が大きいと思うか

点検内容 判定結果

元の桁かかり長 

上部工 
支承 

桁かかり長を広げる 
コンクリート増し打ち 
（縁端拡幅コンクリート） 

【縁端拡幅コンクリートとは・・・】 
地震時に桁が落下することを防ぐため、桁かかり長をコンクリートで広げた部分の

こと。 

図４-２１：縁端拡幅コンクリート 
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【ON E POINT】     ＰＣ橋損傷の特徴  

 
 PC 桁は PC 鋼材によりコンクリートに圧縮力を与えているため、設計上は「曲げひ

び割れ」は認めていない。RC 桁の中央部下端にもひび割れが生じることがあるが、PC
桁に発生している場合は「設計荷重以上が作用している」「PC 鋼材に異常がある」など

が原因である。また、PC 鋼材に沿ったひび割れも特徴的であるが、これはグラウト不

良による PC 鋼材の腐食等が考えられる。なお、横締め PC 鋼材ある場合は、それが破

断して突出する場合がある。これらの損傷については速やかに対策を考える必要があ

る。 

PC 桁中央部下端のひび割れ 

 

 

PC 鋼材に沿ったひび割れ 

 

 

PC 鋼材に沿ったひび割れ 

 

 

（「橋梁点検ハンドブック 北陸地方整備局」を参考に作成） 

破断して突出した横締め PC 鋼材 
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４.５ 点検記録表（コンクリート橋編） 

 
 
  

1.点検記録表 コンクリート橋用

管理者

所在地

前日 晴 当日 晴

径間数 全幅員

点検箇所 備考

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

【参考様式－１　目常点検（橋梁）

路線名 ○○線農道 ○○改良区

橋梁名 ○○農道橋 ○○県○○市○○地内

点検日 　　西暦　　202○年○月○日
点検者 ○○　○○

天候

橋長 ○○ｍ 1径間 ○○ｍ

上郡工形式 RC床版橋 下部工形式 重力式

点検内容 判定結果

高欄
事故等によって変形しているか

劣化しているか

地覆

ひび割れが見えるか

剥がれ落ちているところがあるか

鉄筋が見えているところがあるか

As舗装

タイヤ走行位置に凹凸があるか

穴や異常なへこみがあるか

ほぼ等間隔の橋軸直角方向（横断方向）のひび割れがあるか

亀甲状のひび割れがあるか

部分補修箇所に穴やへこみがあるか

Co舗装
穴や異常なへこみがあるか

ひび割れがあるか

伸縮装置

伸縮装置本体に損傷と思われるようなところがあるか

伸縮装置本体に段差があるか

橋側の舗装にへこみや損傷があるか

橋面の排水状態が悪く雨水が伸縮装置へ流れ込んでいるか

地覆の空き部に損傷があるか

排水装置

路面横の排水ますに土砂が詰まっているか

排水管が破損して水漏れしているか

排水ますの蓋や排水管その他に変形・損傷はあるか

床版

下から見上げて、白い染み、ひび割れまはた損傷があるか

下から見上げて、白っぽいつららがあるか

下から見上げて、表面がはがれ落ちているところがあるか

補修の痕があるか

桁（Co）

ひび割れまたは錆汁が見えるか

剥がれ落ちているところがあるか

鉄筋が見えているところがあるか

補修の痕があるか

支承

車が通過したとき、叩くような音がするか

錆ている所があるか

本体まわりに壊れているところがあるか

橋台・橋脚

ひび割れまたは錆汁があるか

剥がれ落ちているところがあるか

桁と橋台の壁がぶつかっているか

洗堀されているか（下が掘れているか）

補修の痕があるか

その他

落橋防止装置があるか

縁端拡幅コンクリートがあるか

車が通った時、きしみ音や叩く音等の異常音が聞こえるか

車が通った時、振動が大きいと思うか

　備　考
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点
検

年
月

日

点
検

者

チ
ェ

ッ
ク

欄
□

床
版

□
主

桁
□

横
桁

□
床

版
□

附
属

物
□

排
水

施
設

□
舗

装

□
橋

座
□

支
承

□
壁

面
□

橋
座

□
支

承

□
壁

面

□
橋

座

□
支

承
□

壁
面

□
橋

座
□

支
承

□
壁

面

上 流 側 ・ 至 ○ ○ 町

　
　

年
　

　
　

月
　

　
　

日
点

検
平

面
図

（
写

真
位

置
図

）
橋

　

（
床

版
下

面
）

床
版

下
面

橋
　

面

橋
台

（
左

岸
側

・
左

側
）

橋
台

（
右

岸
側

・
右

側
）

【
下

流
側

・
至

○
○

町
】

【
下

流
側

・
至

○
○

町
】

【
上

流
側

・
至

○
○

町
】

【
上

流
側

・
至

○
○

町
】

フ
ー

チ
ン

グ

伸 縮

地
覆

・
高

欄
地

覆
・

高
欄

地
覆

・
高

欄
地

覆
・

高
欄

コ
メ

ン
ト

欄

橋
　

　
脚

橋
　

　
脚

フ
ー

チ
ン

グ

【
右

岸
側

・
左

側
】

【
左

岸
側

・
左

側
】

上 流 側 ・ 至 ○ ○ 町

橋
脚

（
左

岸
側

・
左

側
）

橋
脚

（
右

岸
側

・
右

側
）

橋
台

正
面

フ
ー

チ
ン

グ

左 岸 側 （ 左 側 ）

右 岸 側 （ 右 側 ）

橋 　 脚

左 岸 側 （ 左 側 ）

右 岸 側 （ 右 側 ）

伸 縮
伸 縮

フ
ー

チ
ン

グ

橋
台

正
面

※
点

検
実

施
個

所
に

つ
い

て
☑

を
す

る
こ

と
（

橋
面

）

損
傷

の
種
類

（
凡
例

）

・
凡
例
に
従
い
損
傷
を
ス
ケ
ッ
チ
す
る
。

・
代
表
的
な
損
傷
箇
所
の
写
真
を
撮
影
し
、
ス
ケ
ッ
チ
図
に

「
損
傷
の
種
類
」
と
「
写
真
番
号
」
を
記
入
す
る
。

ひ
び
割
れ

遊
離
石
灰

鉄
筋
露
出

漏
水
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2．状況写真
（例１）　全景 （例２）　橋名板、橋歴板

（例3）　上部構造　床板 （例4）　下部構造

（例5）　支承部　周辺異物 （例6）　伸縮装置　段差
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コンクリート橋 点検平面図記載例（状況写真含む） 

 
 

点
検

年
月

日

点
検

者

チ
ェ

ッ
ク

欄
☑

床
版

☑
主

桁
□

横
桁

☑
床

版
☑

附
属

物
☑

排
水

施
設

☑
舗

装

☑
橋

座
☑

支
承

☑
壁

面
☑

橋
座

☑
支

承

☑
壁

面

□
橋

座

□
支

承
□

壁
面

□
橋

座
□

支
承

□
壁

面

コ
メ

ン
ト

欄

フ
ー

チ
ン

グ
フ

ー
チ

ン
グ

橋
脚

（
左

岸
側

・
左

側
）

橋
脚

（
右

岸
側

・
右

側
）

フ
ー

チ
ン

グ
フ

ー
チ

ン
グ

橋
　

　
脚

橋
　

　
脚

上 流 側 ・ 至 ○ ○ 町

【
左

岸
側

・
左

側
】

【
右

岸
側

・
左

側
】

上 流 側 ・ 至 ○ ○ 町

橋
台

正
面

橋
台

正
面

地
覆

・
高

欄

橋
台

（
左

岸
側

・
左

側
）

【
上

流
側

・
至

○
○

町
】

【
上

流
側

・
至

○
○

町
】

橋
台

（
右

岸
側

・
右

側
）

○
○
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
　

点
検

平
面

図
（

写
真

位
置

図
）

　
　

年
　

　
　

月
　

　
　

日

【
下

流
側

・
至

○
○

町
】

【
下

流
側

・
至

○
○

町
】

（
床

版
下

面
）

（
橋

面
）

※
点

検
実

施
個

所
に

つ
い

て
☑

を
す

る
こ

と
左 岸 側 （ 左 側 ）

橋 　 脚

右 岸 側 （ 右 側 ）

左 岸 側 （ 左 側 ）

伸 縮

地
覆

・
高

欄

伸 縮
伸 縮

右 岸 側 （ 右 側 ）

床
版

下
面

橋
　

面

地
覆

・
高

欄
地

覆
・

高
欄

損
傷
の
種
類
（
凡
例
）

・
凡

例
に

従
い

損
傷

を
ス

ケ
ッ

チ
す

る
。

・
代

表
的

な
損

傷
箇

所
の

写
真

を
撮

影
し

、
ス

ケ
ッ

チ
図

に
「

損
傷

の
種

類
」

と
「

写
真

番
号

」
を

記
入

す
る

。

ひ
び
割
れ

遊
離
石
灰

鉄
筋
露
出

漏
水

【
主
桁
】
中
央
部
に
剥
離
が
み
ら
れ
る
。

【
下
部
工
】

A1
橋
台
継
目
部
か
ら
の
遊
離
石
灰
が
み
ら
れ
る
。

前
回
点
検
か
ら
の
損
傷
の
進
行
は
み
ら
れ
な
い
。

排
水

桝

土
砂

詰
り

地
震

欠
損

橋
台

遊
離

石
灰

橋
台

漏
水

跡

橋
台

漏
水

跡

橋
台

漏
水

跡

主
桁

剥
離
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2．状況写真
（例１）　主桁　下面剥離 （例２）　主桁　下面剥離（拡大）

（例3）　A1橋台　遊離石灰　 （例4）　A1橋台　漏水跡

（例5）　A2橋台　漏水跡 （例6）　地覆　欠損
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４.６ 点検結果記録の蓄積 

 点検等の結果は、保全対策計画を立案する上で参考とする基礎的な情報であり、適切な方

法で記録し、蓄積しておかなければならない。 
 また、農道の保全対策は劣化の進行を踏まえて、より効率的な保全対策を比較検討し選択

するものであるため、構造物諸元、保全対策の履歴、日常管理状況、点検結果等の情報が検

討にあたっての重要な情報であり、これらの情報を構造物毎に収集・蓄積し、一元的に管理

し、データベースを構築することが重要である。 
 このデータベースにより、的確に構造物の状況を把握し、日常管理や点検の効率化が図ら

れ、劣化予測の精度の向上等に活用できる。 
 保全対策の履歴、日常管理状況、点検結果等の情報を毎年更新するとともに、データベー

スを容易に更新、検索、編集できるようにしておくことも有用である。 
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第５章 直営点検（鋼橋編） 

５.１ 鋼橋の基礎知識 

鋼橋は、上部構造の主要部材である主桁に鋼材を用いた橋をいう。 
鋼（はがね）は、鉄に様々な化学元素を含ませて熱処理したもので、強度が高く、弾力

性に富む材料となっている。コンクリートとは大きく異なり、引っ張る力に対して強く、

圧縮される力に対しても、補強することにより、十分に対応することができる。 
鋼材は、加工が容易で、複雑な構造にも適しており、一般的に工場製作となるため、材

料の均一性や品質が保証されるという特徴がある。鉄筋コンクリートとともに、最も多く

用いられる橋の材料となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【ONE POINT】 

 
 
 

鋼橋（全景） 鋼橋（Ｉ桁橋） 

鋼橋（Ｈ桁橋） 

【コンクリート橋との違い】 
コンクリート橋との違いは、主桁の材質がコンク

リートか鋼材かという点のみであり、路面上から見

ても違いは分からない。このため、側面や下面から

桁の材質を確認し、更に当該橋梁の台帳や橋歴板を

参照することにより、鋼橋かコンクリート橋かを判

断することができる。 
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５.２ 点検フロー（橋梁形式問わず共通） 

コンクリート橋と同様に、橋梁点検は見やすいところから始める。まず、農道橋の前

後左右から農道橋全体を眺め、全体的な変状の有無を確認する。その際、車両通行時の

音や振動にも着目し、全体的な劣化状況を五感を使って確認する。その後、路面・路上

⇒側面⇒下面⇒支承部等の順で点検を行っていく。 
点検した結果については、P55 に示す点検記録表に記載しておくが、点検箇所の変状の

詳細、音、振動などを備考欄に書き留めておくと良い。さらに、変状の経時変化を確認す

る上でも写真を撮影し、記録として残しておくことも重要である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

【Ｈ桁橋とＩ桁橋の違い】 
主桁の形が細長いＩの形のものをＩ桁橋、幅の比較的広いものをＨ桁橋と呼ん

でいる。一般的には、I桁橋は桁を鋼板で一から作り、橋長が比較的長い。Ｈ桁

橋は桁を既製品のＨ型鋼を使用し、橋長は比較的短い。まとめて鈑桁橋（鋼板で

できた桁の橋）とも言う。本マニュアルは、鈑桁橋を対象とする。 

【ONE POINT】  

農道橋の全体的な目視 

下面より上部構造・下部構造・支承部の点検 

その他部材の点検 

側面より橋梁全体の点検 
側
面
・
下
面
の
点
検 

路
上
・
路
面
の
点
検 

図５-１：点検フロー（図４-７と同様） 

 

 

路上・路面部材の点検 
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【ONE POINT】 

鋼橋 点検のチェックポイント 

【青文字】チェックポイント１（橋面からの点検、橋の横や下からの遠望目視） 
     【赤文字】チェックポイント２（橋の側面や下面を近接目視） 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【支承】 

【防護柵・高欄】 

【橋台】 

【伸縮装置】 

【路面】 

【排水枡】 
【地覆】 

・舗装ひび割れ、陥没 

・舗装面の水たまり 

・路面の段差 

・隙間の異常      

・車両通過時の異常音 

・地覆ｺﾝｸﾘｰﾄの剥離 

・鉄筋露出 

・土砂詰まり                

・水たまり    

・取付擁壁等の異常 

・沈下、移動、傾斜 

・防護柵の連続性 

・防護柵の腐食 

・土台ｺﾝｸﾘｰﾄの劣化 

・床版ひび割れ 

・浮き・剥落 

・鉄筋露出等 

・桁の腐食  

・土砂の堆積 

・支承の機能障害 

・ボルトのゆるみ・脱落 

・ボルトの頭の記号を確認 

（F11T はダメ） 

・基礎の洗堀 

・沈下、移動、傾斜 ・ひび割れ    

・浮き・剥落 

・鉄筋露出等 

【基礎部】 

【橋台・橋脚】 

【桁】 

【床版】 

【鋼桁接合部】 

「橋梁の基礎知識」を参考に作成 

図５-１：鋼橋 チェックポイント 
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５.３ 路上・路面の点検 

（１）農道橋の全体的な目視 
 
 
 
 
（２）路上・路面部材の点検 
 
 
 
 

５.４ 側面・下面の点検 

（１）側面より橋梁全体の点検 
 
 
 
 
（２）下面より上部構造（下面）・下部構造・支承部の点検 
 

【点検箇所】 
①床版   ②桁 
③支承   ④橋台・橋脚 

【調査位置】 
上部構造（下面）・下部構造等の点検を行うためには、農道橋を下から見上げる必

要がある。河川には、高水敷と呼ばれる水平部があり、晴天が続いている場合、高水

敷が乾いていることが多いため、そこを調査位置にするとよい。また、高水敷は、洪

水時に河川水位が上昇し、水没することもあるため、天気予報に留意し、天候がすぐ

れない場合、点検を行わないという判断も重要である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

第４章 直営点検（コンクリート橋編）に同じ 

第４章 直営点検（コンクリート橋編）に同じ 

第４章 直営点検（コンクリート橋編）に同じ 
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①床版 

 
床版は、橋の上部構造を平面的に支える部分を指す。鋼橋の場合、鋼製桁の上に乗っ

ているコンクリート版のことをいう。 
床版は、主に鉄筋コンクリート構造のため、ひび割れや浮き・剥落等が生じて劣化す

る。床版の劣化が進行すると、部分的に抜け落ちたり、鉄筋が錆びて全体の強度が低下

する等、上部構造全体の劣化に繋がっていく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

【床版とは・・・】 
上部構造の中で面的に支えている部分のことで、通行する車、歩行者等を直接支え

ている。路面荷重を下方にある桁や橋台・橋脚に伝達する役割を持つ。 

鋼橋（下から見上げた視点） 

ひび割れ、補修跡 ひび割れ 表面の剥がれ落ち、鉄筋露出 

橋台 

点検箇所

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

点検内容 判定結果

床版

下から見上げて、白い染み、ひび割れまはた損傷があるか

下から見上げて、白っぽいつららがあるか

下から見上げて、表面がはがれ落ちているところがあるか

補修の痕があるか

図５-２：鋼橋 床版下面 
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②桁 

 
桁は、上部構造の中で線的に支えている部分のことで、通行する車両、歩行者等によ

る荷重を支えている。縦断方向に入っている主桁が最も重要で、上部工の荷重の全てを

支えている。また、横断方向に入っている横桁は、主桁を連結し、主桁を補助すること

で荷重を均等化する役割を果たしている。 
桁は鋼製のため、錆や連結ボルトの抜け等が生じて劣化する。劣化が進行すると、錆

は鋼材の部材厚を減らすため、桁の強度低下の原因となる。また、ボルト脱落は連結部

の強度低下の原因となり、落橋等の橋全体の劣化に繋がっていく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【桁とは・・・】 
床版を支えている鋼材のこと。縦断方向にある最も大きいＩ形の鋼材を主桁、横断

方向に入っている鋼材を横桁という。路面荷重を下方にある橋台・橋脚に伝達する役

割を持つ。 

ボルト脱落 発錆 

点検箇所

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

点検内容 判定結果

錆ているところがあるか

補修の痕があるか

桁（鋼）

ボルトが無くなっているところがあるか

橋台 

図５-２：鋼橋 床版下面（下から見上げた視点）  

 

 



- 54 - 

 

【ONE POINT】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③支承 
 
 
 
④橋台・橋脚 
 
 
 
 
（３）その他部材の点検 
 
 第４章 直営点検（コンクリート橋編）に同じ 

 

【鋼桁の重大損傷】 
①桁端部の腐食 

  桁端部は、伸縮装置からの漏水により腐食しやすく、また、支承の機能障害に

伴い、亀裂が生じることがある。 
②桁の亀裂 

  主桁（特に、ウェブ・フランジ部）や支点部の亀裂等は、構造上の安全性を損

なうものであり、緊急的な対応が必要となる。 
③高力ボルトの遅れ破壊 
Ｆ11Ｔの高力ボルトは、遅れ破壊により、ゆるみや脱落の危険性があり、橋梁

の下方を通行する第三者に被害を及ぼす危険性がある。ボルトの点検・落下防

止・取替え等の対策が必要である。 
【遅れ破壊とは・・・】 
  現在普及している製品より引っ張り強度が高い「F11T」と呼ばれる規格の高

力ボルトは、締付け後、しばらく経過した時点で破断し脱落する。これを遅れ破

壊という。ボルト頭のマークで確認する。昭和 40 年代後半～50 年代初頭に架設

された橋梁で使用されているものがある。 

第４章 直営点検（コンクリート橋編）に同じ 

第４章 直営点検（コンクリート橋編）に同じ 

桁端部の腐食 F11T の頭部写真 
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５.５ 点検記録表（鋼橋編） 

 

 
  

1.点検記録表 鋼橋用

管理者

所在地

前日 当日

径間数 全幅員

点検箇所 備考

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

有 無 不明

【参考様式－１　目常点検（橋梁）

　　西暦
点検者

上郡工形式 下部工形式

点検内容 判定結果

高欄
事故等によって変形しているか

劣化しているか

地覆

ひび割れが見えるか

剥がれ落ちているところがあるか

鉄筋が見えているところがあるか

As舗装

タイヤ走行位置に凹凸があるか

穴や異常なへこみがあるか

ほぼ等間隔の橋軸直角方向（横断方向）のひび割れがあるか

亀甲状のひび割れがあるか

部分補修箇所に穴やへこみがあるか

Co舗装
穴や異常なへこみがあるか

ひび割れがあるか

伸縮装置

伸縮装置本体に損傷と思われるようなところがあるか

伸縮装置本体に段差があるか

橋側の舗装にへこみや損傷があるか

橋面の排水状態が悪く雨水が伸縮装置へ流れ込んでいるか

地覆の空き部に損傷があるか

排水装置

路面横の排水ますに土砂が詰まっているか

排水管が破損して水漏れしているか

排水ますの蓋や排水管その他に変形・損傷はあるか

床版

下から見上げて、白い染み、ひび割れまはた損傷があるか

下から見上げて、白っぽいつららがあるか

下から見上げて、表面がはがれ落ちているところがあるか

補修の痕があるか

ひび割れまたは錆汁があるか

剥がれ落ちているところがあるか

桁と橋台の壁がぶつかっているか

洗堀されているか（下が掘れているか）

補修の痕があるか

桁（鋼）

落橋防止装置があるか

縁端拡幅コンクリートがあるか

車が通った時、きしみ音や叩く音等の異常音が聞こえるか

車が通った時、振動が大きいと思うか

　備　考

支承

車が通過したとき、叩くような音がするか

錆ている所があるか

本体まわりに壊れているところがあるか

橋台・橋脚

ボルトが無くなっているところがあるか

錆ているところがあるか

補修の痕があるか

路線名

橋梁名

点検日

天候

橋長

その他
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点
検

年
月

日

点
検

者

チ
ェ

ッ
ク

欄
□

床
版

□
主

桁
□

横
桁

□
床

版
□

附
属

物
□

排
水

施
設

□
舗

装

□
橋

座
□

支
承

□
壁

面
□

橋
座

□
支

承

□
壁

面

□
橋

座

□
支

承
□

壁
面

□
橋

座
□

支
承

□
壁

面

上 流 側 ・ 至 ○ ○ 町

　
　

年
　

　
　

月
　

　
　

日
点

検
平

面
図

（
写

真
位

置
図

）
橋

　

（
床

版
下

面
）

床
版

下
面

橋
　

面

橋
台

（
左

岸
側

・
左

側
）

橋
台

（
右

岸
側

・
右

側
）

【
下

流
側

・
至

○
○

町
】

【
下

流
側

・
至

○
○

町
】

【
上

流
側

・
至

○
○

町
】

【
上

流
側

・
至

○
○

町
】

フ
ー

チ
ン

グ

伸 縮

地
覆

・
高

欄
地

覆
・

高
欄

地
覆

・
高

欄
地

覆
・

高
欄

コ
メ

ン
ト

欄

橋
　

　
脚

橋
　

　
脚

フ
ー

チ
ン

グ

【
右

岸
側

・
左

側
】

【
左

岸
側

・
左

側
】

上 流 側 ・ 至 ○ ○ 町

橋
脚

（
左

岸
側

・
左

側
）

橋
脚

（
右

岸
側

・
右

側
）

橋
台

正
面

フ
ー

チ
ン

グ

左 岸 側 （ 左 側 ）

右 岸 側 （ 右 側 ）

橋 　 脚

左 岸 側 （ 左 側 ）

右 岸 側 （ 右 側 ）

伸 縮
伸 縮

フ
ー

チ
ン

グ

橋
台

正
面

※
点

検
実

施
個

所
に

つ
い

て
☑

を
す

る
こ

と
（

橋
面

）

損
傷

の
種
類

（
凡
例

）

・
凡
例
に
従
い
損
傷
を
ス
ケ
ッ
チ
す
る
。

・
代
表
的
な
損
傷
箇
所
の
写
真
を
撮
影
し
、
ス
ケ
ッ
チ
図
に

「
損
傷
の
種
類
」
と
「
写
真
番
号
」
を
記
入
す
る
。

ひ
び
割
れ

遊
離
石
灰

鉄
筋
露
出

漏
水
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2．状況写真
（例１）　全景 （例２）　橋名板、橋歴板

（例3）　上部構造　床板 （例4）　下部構造（橋台）

（例5）　支承部 （例6）　舗装欠損
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鋼橋 点検平面図記載例（状況写真含む） 

 
  

点
検

年
月

日

点
検

者

チ
ェ

ッ
ク

欄
☑

床
版

☑
主

桁
☑

横
桁

☑
床

版
☑

附
属

物
☑

排
水

施
設

☑
舗

装

☑
橋

座
☑

支
承

☑
壁

面
☑

橋
座

☑
支

承

☑
壁

面

□
橋

座

□
支

承
□

壁
面

□
橋

座
□

支
承

□
壁

面

コ
メ

ン
ト

欄

フ
ー

チ
ン

グ
フ

ー
チ

ン
グ

橋
脚

（
左

岸
側

・
左

側
）

橋
脚

（
右

岸
側

・
右

側
）

フ
ー

チ
ン

グ
フ

ー
チ

ン
グ

橋
　

　
脚

橋
　

　
脚

上 流 側 ・ 至 ○ ○ 町

【
左

岸
側

・
左

側
】

【
右

岸
側

・
左

側
】

上 流 側 ・ 至 ○ ○ 町

橋
台

正
面

橋
台

正
面

地
覆

・
高

欄

橋
台

（
左

岸
側

・
左

側
）

【
上

流
側

・
至

○
○

町
】

【
上

流
側

・
至

○
○

町
】

橋
台

（
右

岸
側

・
右

側
）

○
○
鋼
橋
　

点
検

平
面

図
（

写
真

位
置

図
）

　
　

年
　

　
　

月
　

　
　

日

【
下

流
側

・
至

○
○

町
】

【
下

流
側

・
至

○
○

町
】

（
床

版
下

面
）

（
橋

面
）

※
点

検
実

施
個

所
に

つ
い

て
☑

を
す

る
こ

と
左 岸 側 （ 左 側 ）

橋 　 脚

右 岸 側 （ 右 側 ）

左 岸 側 （ 左 側 ）

伸 縮

地
覆

・
高

欄

伸 縮
伸 縮

右 岸 側 （ 右 側 ）

床
版

下
面

橋
　

面

地
覆

・
高

欄
地

覆
・

高
欄

【
主
桁
】
全
体
的
に
防
食
機
能
の
劣
化
が
み
ら
れ
る
。
端
部
上
フ
ラ
ン
ジ
に
腐
食
が
み
ら
れ
る
。

継
手
部
の
高
力
ボ
ル
ト
に
は

F1
1T
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

【
床
版
】
端
部
に
う
き
・
鉄
筋
露
出
が
み
ら
れ
る
。

【
支
承
部
】
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
に
錆
が
み
ら
れ
る
。

【
下
部
工
】

A1
橋
台
の
パ
ラ
ペ
ッ
ト
に
水
平
方
向
の
遊
離
石
灰
を
伴
う
ひ
び
割
れ
が
み
ら
れ
る
。

【
そ
の
他
】
排
水
管
の
腐
食
が
み
ら
れ
る
。

A1
橋
台
上
流
側
護
岸
工
に
洗
堀
が
み
ら
れ
る
。

損
傷

の
種
類

（
凡
例

）

・
凡

例
に

従
い

損
傷

を
ス

ケ
ッ

チ
す

る
。

・
代

表
的

な
損

傷
箇

所
の

写
真

を
撮

影
し

、
ス

ケ
ッ

チ
図

に
「

損
傷

の
種

類
」

と
「

写
真

番
号

」
を

記
入

す
る

。

ひ
び
割
れ

遊
離
石
灰

鉄
筋
露
出

漏
水

排
水
管

腐
食

床
版

う
き
・
鉄
筋
露
出

地
震

欠
損

護
岸

工

洗
掘

遊
離
石
灰
を
伴
う
ひ
び
割
れ

橋
台

漏
水
跡

橋
台

主
桁

腐
食

主
桁

F
I
I
T
使
用

支
承
本
体

腐
食

床
版

鉄
筋
露
出

護
岸
工

崩
落
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2．状況写真
（例１）　主桁　錆・腐食 （例２）　主桁　錆・腐食（拡大）

（例3）　床版　うき・鉄筋露出（下流側） （例4）　床版　うき・鉄筋露出（上流側）

（例5）　橋台　遊離石灰を伴うひび割れ （例6）　橋台　漏水跡
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2．状況写真
（例１）　地覆　欠損・鉄筋露出 （例２）　主桁　継手ボルトF11T使用

（例3）　排水管　腐食 （例4）　支承本体　腐食

（例5）　護岸工　洗堀 （例6）　護岸工　崩落
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５.６ 点検結果記録の蓄積 

  
 
 
 
 
 

  

第４章 直営点検（コンクリート橋編）に同じ 
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第６章 資料 

６.１ 橋梁用語集 

  

アーチ 橋
きょう

 

横から見て上側に凸の曲線となっている形式（アーチ形式）の部材で支える構造の橋の

こと。使用する材料により、木造、石造、コンクリート製、鋼製等のアーチ橋がある。 

Ｉ
あい

桁
げ た

橋
きょう

 

主桁の断面形状がＩの字の形をしたＩ型鋼を用いた橋のことで、鋼橋として最も一般

的に用いられる。 

アバット 

  「橋台」の項を参照。 

Ｈ
えいち

桁
げ た

橋
きょう

 

主桁の断面形状がＨの字の形をしたＨ型鋼を用いた橋のことである。主桁の形が細長

いＩの形のものをＩ桁橋、幅の比較的広いものをＨ桁橋と呼んでいるが、明確な区分はな

い。 

縁
え ん

石
せ き

 

道路の舗装または路肩の縁線、あるいは歩道や分離帯と車道との境界に沿って設けら

れる構造物のこと。「ふちいし」ともいう。 

縁
え ん

端
た ん

拡
か く

幅
ふ く

コンクリート 

地震時に橋桁が落下することを防ぐため、補修工事等により、桁の端部が橋台に乗る部

分（桁かかり長という）を鉄筋コンクリートで広げた部分のこと。 

 

 

下
か

部
ぶ

構
こ う

造
ぞ う

 

橋梁の上部構造からの荷重を地盤に伝える構造部分のことで、橋台・橋脚等、躯体部分

と基礎部分の総称をいう。 

カルバート 

道路下を横断する道路や水路等の空間を得るために、盛土又は地盤内に設けられる構

造物のこと。橋梁として取り扱うカルバートはボックスカルバートで、橋長 2.0ｍ以上か

つ土被り 1.0ｍ未満のものである。溝橋ともいう。 

基
き

礎
そ

 

橋梁の下部構造の一部で、躯体からの荷重を地盤に伝える構造部分のこと。その構造に

より、直接基礎、杭基礎、ケーソン基礎等に区分される。 

 

あ 

か 

【図解 橋梁用語辞典 佐伯彰一編（山海堂）を参考に作成】 
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逆
ぎゃく

Ｔ
てぃー

式
し き

橋
きょう

台
だ い

 

フーチング部が躯体の前後へ大きく出っ張ったＴ字を逆にしたような形をした橋台の

こと。 

橋
きょう

脚
きゃく

 

橋梁の下部構造の一つで、２径間以上となる長い橋梁の中間部にあり、上部構造からの

荷重を地盤に伝える構造部分のこと。ピアと呼ぶこともある。 

橋
きょう

台
だ い

 

橋梁の下部構造の一つで、橋梁の両端で上部構造からの荷重と橋台背面からの土圧を

支持する構造部分のこと。アバットと呼ぶこともある。一般的には、取付け道路の盛土と

橋梁とを接続する役割もある。 

橋
きょう

長
ちょう

 

橋梁の長さのことで、一般的には、両端橋台の胸壁前面間の長さと定義されている。 

胸
きょう

壁
へ き

 

橋台の上部に位置し、平面の土砂やその上に載る自動車等による土圧を支持する構造

部分のこと。パラペットとも呼ぶ。 

橋
きょう

梁
りょう

 

橋のこと。歩行者、自転車、自動車等が川や道路などを横断するための構造物。 

橋
きょう

歴
れ き

版
ば ん

 

橋梁の記録消失に備え、橋の側面に取り付けられた板のこと。橋の主要事項が記載され

ている。 

径
け い

間
か ん

 

橋脚や橋台前面の区間長のこと。 

ケーソン 

底部を空けた鉄筋コンクリート製、または鋼製の箱を、内部から掘削しながら沈下させ

て構築する基礎のこと。 

Ｋ
ケー

Ｙ
ワイ

活
か つ

動
ど う

 

橋梁点検等、現場作業で起こる可能性のある危険や事故等を作業前に予測し、予防策を

確認することにより、事故等の発生を未然に防ぐための活動のこと。ＫＹは、危険予知の

頭文字を取っている。 

桁
け た

 

橋梁の上部構造の一つで、水平方向に設置し、上に載る歩行者、自転車、自動車等の重

さを支える棒状の部材のこと。鉄筋コンクリート製や、プレストレストコンクリート製、

鋼製等があり、縦断方向で最も太いものを主桁、横断方向のものを横桁と呼ぶ。 

桁
け た

橋
ば し

 

上部構造が桁でできている橋のことで、Ｉ桁橋、Ｈ桁橋、Ｔ桁橋、箱桁橋等がある。 
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鋼
こ う

橋
きょう

 

上部構造の主要部材である主桁に鋼材を用いた橋のこと。 

高
こ う

欄
ら ん

 

歩行者や自転車等の転落を防ぐため、橋の両側端に沿って地覆上に設置される柵また

は壁状の安全施設のことで、歩道と車道の区別がある場合に設けられる。自動車に対する

防護柵とは区別されている。 

高
こ う

力
りょく

ボルト 

高強度鋼を用いたボルトのこと。橋梁の鋼桁等の接合では、主に摩擦接合用の高力ボル

トが使用される。摩擦接合とは、鋼部材の接合法の一つで、重ね合わせた鋼板をボルトで

締め付け、鋼板相互の接触面に生ずる摩擦によって力を伝達する接合法である。 

コンクリート 

砂利、砂等にセメントと水、その他材料（混和材料等）を練り混ぜて作った材料のこと

で、数時間から数日後には硬化して強度を持つ。セメントを水で練り混ぜたものをセメン

トペースト、これに砂を練り混ぜたものをモルタルという。 

 

 

支
し

間
か ん

 

主桁の支点間の水平距離のこと。橋梁上部構造の両端にある支承中心間の距離でもあ

る。径間とは異なる。 

支
し

承
しょう

 

上部構造から下部構造に荷重を伝え、上部構造を両端で支持する装置のことで、主に鋼

製またはゴム製である。ピンのように回転するが、前後左右には動かない固定支承と、ロ

ーラのように前後に動く可動支承がある。 

地
じ

覆
ふ く

 

橋梁の側端部にある道路面より高く段差をつけたコンクリートの出っ張りのことで、

歩行者、自転車、自動車等の安全確保、雨水を集めるガイド、高欄の基礎等の役割を持つ。 

斜
し ゃ

張
ちょう

橋
きょう

 

主塔から斜め直線状に張り出したケーブルによって桁の中間部分を支える構造の橋の

こと。長大橋梁に適しており、美観にも優れている。 

重
じゅう

力
りょく

式
し き

橋
きょう

台
だ い

 

歩行者、自転車、自動車、床版や桁等の上部構造の荷重や、背面土圧を橋台自身の重量

で支える構造の橋台のことで、横から見ると、下部の幅が広い台形となっている。 

主
し ゅ

桁
げ た

 

橋梁を構成する構造部分の一つ。上部構造の主体となるもので、橋台・橋脚の間に設置

され、自重や通行車両等の荷重を支え、その力を橋台・橋脚に伝達する桁のこと。 

さ 
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床
しょう

版
ば ん

 

橋梁の上部構造の一つで、水平方向に設置し、上に載る歩行者、自転車、自動車等を直

接支え、その荷重を主桁に伝える板状の構造部材のことで、ほとんどが鉄筋コンクリート

製である。スラブとも呼ぶ。 

床
しょう

版
ば ん

橋
きょう

 

上部構造が床版でできている橋のことで、鉄筋コンクリート床版橋、プレストレストコ

ンクリート床版橋等があり、スラブ橋ともいう。一般的には、支間が大きくなると床版の

自重が大きくなるので、比較的支間の小さい橋梁に多く用いられる形式である。 

上
じょう

部
ぶ

構
こ う

造
ぞ う

 

橋梁の構造は、上部構造と下部構造で構成され、上部構造とは、橋台・橋脚等の下部構

造で支持される橋桁部分の総称である。 

伸
し ん

縮
しゅく

装
そ う

置
ち

 

橋梁は温度変化等により伸縮するため、それを吸収する役割を果たす装置のこと。橋梁

の端部や橋梁と橋梁との境界の路面に設置される伸縮可能な装置で、歩行者、自転車、自

動車等のスムーズな走行のために設置される。主に、鋼製またはゴム製である。 

スラブ 

  「床版」の項を参照。 

 

 

対
た い

傾
け い

構
こ う

 

２本以上の桁やトラスを相互に連結するため、それに交差する形で鉛直・水平に配置し

た骨組構造のこと。水平荷重を主桁に伝達し、鉛直荷重を各主桁に配分する役割がある。 

中
ちゅう

空
く う

床
しょう

版
ば ん

橋
きょう

 

コンクリート床版橋の一種で、床版の重量を軽減するため、内部に空洞を設けた床版を

用いた橋梁のこと。ホロースラブ橋ともいう。 

吊
つ り

橋
ば し

 

主塔の間の空中に張り渡したケーブルとハンガーロープによって吊り下げる構造で、

一般に長大支間の橋梁に適しているが、深い渓谷等、山間部に架ける場合にも用いられる。 

Ｔ
てぃー

桁
け た

橋
きょう

 

主桁の断面形状がＴの字の形をした桁を用いた橋のこと。主に、プレストレストコンク

リート製の主桁を用いる。 

鉄
て っ

筋
き ん

 

コンクリート部材において、コンクリートを補強する目的でコンクリート中に埋め込

む鋼材のこと。表面が平滑な丸鋼と凸凹のある異形棒鋼がある。一般的に、鉄筋といえば

異形棒鋼を指す。 

た 
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鉄
て っ

筋
き ん

コンクリート 橋
きょう

 

鉄筋が中に入ったコンクリート（鉄筋コンクリート）を桁や床版に使用している橋のこ

と。圧縮応力に強いコンクリートと引張応力に強い鉄筋を組み合わせ、それぞれの長所を

活かした構造となっている。略してＲＣ橋ともいう。 

トラス 橋
きょう

 

真直ぐな直線部材（主に鋼製）で構成された三角形の骨組構造で支える橋のこと。 

 

 

排
は い

水
す い

装
そ う

置
ち

 

橋梁の路面上の雨水等を排水するための設備全般のことで、通常は路面にある排水桝

とその下方に流す排水管で構成されている。 

箱
は こ

桁
げ た

橋
きょう

 

中が空洞となる断面の桁を主桁とする橋のこと。Ｉ桁やＴ桁等に比べて曲げやねじれ

に対して強く、長大橋や曲線形状の橋に使用される形式である。主に、鋼製またはコンク

リート製である。 

鈑
ば ん

桁
げ た

橋
きょう

 

鋼板を組み立てて造った桁橋のことで、一般にＩ型の断面の鋼材を用いる。 

パラペット 

  「胸壁」の項を参照。 

ピア 

  「橋脚」の項を参照。 

ＰＣ鋼材
こうざい

 

プレストレストコンクリートに応力を導入するためのＰＣ鋼棒、ＰＣ鋼線及びＰＣ鋼

より線の総称のこと。 

フーチング 

構造物の柱または壁部分を受け、基礎あるいは地盤へ荷重を伝えるために設けられた

版状の構造物のこと。橋脚においては、柱下部にある横方向に幅広い構造物を指す。 

プレキャストコンクリート 

工場や現場付近の製作ヤード等であらかじめ製造した後、所定の場所まで運搬し、組み

立てるコンクリートのこと。 

プレストレストコンクリート 橋
きょう

 

圧縮に強いが引っ張りに弱いというコンクリートの特徴に対処するため、コンクリー

トの中にＰＣ鋼棒（鋼線）を入れ、引張力に抵抗する力を持つプレストレストコンクリー

トを桁や床版に使用している橋のこと。プレストレストは、英語で「あらかじめ応力を与

えられた」の意。略してＰＣ橋ともいう。 

は 
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プレテンション 方
ほ う

式
し き

 

定着台等にＰＣ鋼材を定着させ、コンクリートを打設する前にＰＣ鋼材に引張力を与

え、コンクリートが硬化した後に、ＰＣ鋼材の定着を緩めることによりＰＣ鋼材の引張力

を解放し、コンクリートと鋼材の付着力により、プレストレスを与える方式のこと。比較

的小さい桁部材を大量生産するのに適しており、工場生産される場合が多い。 

ポストテンション 方
ほ う

式
し き

 

コンクリートが硬化し、所定の強度が確保された後、ＰＣ鋼材に引張力を与え、コンク

リート部材そのものを定着台として定着具により定着させ、プレストレスを与える方式

のこと。比較的大きい桁部材製作や現場打ち箱桁等の施工に用いられる。 

舗
ほ

装
そ う

 

歩行者、自転車、自動車等の通行をスムーズにし、橋梁の床版を保護すること等を目的

として橋面を舗装する。主に、アスファルト、またはコンクリートが用いられる。 

 

 

間
ま

詰
づ め

コンクリート 

部材相互の結合や防水等を目的として、硬化したコンクリートにある隙間や部材間に

打ち込むコンクリートのこと。橋梁では、複数本設置したプレキャストコンクリート桁の

桁間を埋める部分を間詰コンクリートと呼んでいる。 

溝
み ぞ

橋
ば し

 

  「カルバート」の項を参照。 

 

 

遊
ゆ う

離
り

石
せ っ

灰
か い

 

セメント中に残った酸化カルシウムが、コンクリート中に侵入した雨水とともに溶け

出して析出した白い物質（白っぽいつらら状のものもある）のこと。 

横
よ こ

桁
げ た

 

主桁に交差するように配置する桁のこと。複数設置された主桁を相互に連結し、荷重を

分配する役割がある。 

横
よ こ

構
こ う

 

  風や地震等、橋梁に作用する水平荷重に抵抗するため、桁を相互に連結するための骨組

構造のこと。 

 

 

 

 

ま 

や 
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落
ら っ

橋
きょう

防
ぼ う

止
し

装
そ う

置
ち

 

地震時等で支承が壊れた時、縦断方向や横断方向に上部構造が移動し、落下することを

防ぐための装置のこと。主に、コンクリート製、鋼製、ＰＣ鋼材等が用いられる。 

ラーメン 橋
きょう

 

直線部材を組んで構成した骨組構造で、主桁と橋脚等が剛結一体となっている橋のこ

と。ラーメンとは、ドイツ語で「枠、フレーム」の意。 

  

ら 



- 69 - 

６.２ 損傷・変状事例 

（１）路上・路面部材の変状 

①防護柵、高欄 

 

 

 

 

 

 

 

 

     塗装剥がれ、発錆                 発錆 

 

 

 

 

 

 

 

 

         腐食孔                  切断 

② 地覆 

 

 

 

 

 

 

 

 

        欠損                 ひび割れ、析出物 
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       鉄筋露出                  鉄筋露出 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ひび割れ、析出物 

③ 舗装 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひび割れ                ひび割れ、段差 

 

 

 

 

 

 

 

     ひび割れ、補修跡                舗装欠損 
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縦断方向のひび割れ              ひび割れ補修跡劣化 

 

④ 伸縮装置 

 

 

 

 

 

 

 

       詰まりすぎ            詰まりすぎ、周辺の舗装ひび割れ 

 

 

 

 

 

 

 

     隙間土砂詰まり                   発錆 

 

 

 

 

 

 

 

             開きすぎ                   段差 
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⑤ 排水装置 

 

 

 

 

 

 

 

 

      土砂詰まり                 排水管腐食破断 

 

 

 

 

 

 

 

 

排水管土砂詰まり、草繁茂             排水管腐食孔 

 

 

 

 

 

 

 

 

排水管腐食破断 
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（２）側面の変状 

 

 

 

 

 

 

 

 

      鋼製桁の錆                  PC桁の析出物 

 

 

 

 

 

 

 

 

橋台の傾き（桁と橋台の隙間の測定）         橋台の傾き（下げ振りによる測定） 
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（３）下面の変状 

①床版 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ひび割れ                  ひび割れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

析出物（間詰ｺﾝｸﾘｰﾄ）         析出物、漏水跡（間詰ｺﾝｸﾘｰﾄ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ひび割れ 
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②PC 桁 

 

 

 

 

 

 

 

 

鉄筋露出                   欠損 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひび割れ                 欠損、鉄筋露出 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ひび割れ 
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 ③鋼桁 

 

 

 

 

 

 

 

 

H 桁発錆                  I 桁発錆 

 

 

 

 

 

 

 

 

   高力ボルト F11T使用                 横桁発錆 

遅れ破壊の可能性（P50参照）            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H 桁発錆 
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④支承 

 

 

 

 

 

 

 

発錆                    発錆 

 

 

 

 

 

 

 

発錆                    発錆 

 

 

 

 

 

 

 

発錆                     周辺欠損 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゴム支承の亀裂 
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⑤橋台、橋脚 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ひび割れ、浮き                  ひび割れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ひび割れ                骨材の偏在による空隙 

 

 

 

 

 

 

 

 

        ひび割れ                  ひび割れ 
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⑥落橋防止 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひび割れ、欠損、析出物              ひび割れ、欠損 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひび割れ 

 

【ONE POINT】    橋梁の損傷事例 

   以下に示す文書にて損傷・変状事例を参照し、対象橋梁の状態を把握する手助けに

するとよい。 
   

① 道路橋の定期点検に関する参考資料（2013 年版） ―橋梁損傷事例写真集― 
国土交通省 国土技術政策総合研究所 
国総研資料 第 748 号 (nilim.go.jp) 

② 道路橋定期点検要領における「付録 3 判定 の手引き」 
国土交通省 道路局（平成 31 年 2 月） 
yobo4_1.pdf (mlit.go.jp) 

③ 橋梁点検マニュアル（案）における「8 損傷事例集」 
           長崎県土木部 道路維持課（令和 2 年 3 月） 

1592979019.pdf (nagasaki.lg.jp) 
 
 
 

http://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/tnn/tnn0748.htm
https://www.mlit.go.jp/road/sisaku/yobohozen/tenken/yobo4_1.pdf
https://www.pref.nagasaki.lg.jp/shared/uploads/2020/06/1592979019.pdf
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